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この世界に存在する様々な社会システムさらには†′1  

然システムは，複数の人力資源を消費し，複数の＝力  

を生産するシステムとみなすことができる。人力と山  

力が存在するならば，人力の氾ソノへの寄、り一度合を測定  

する尺度として「効率」なる概念が隼まれる山 人ノ」項  

臣』数＝拇力噴出数＝1で，Ⅲ力量封が人力量．ごに比  

例すると仮定するならば（〝＝ゑ£），J‡一打力量〝を対応す  

る人力量㍊で割った値（〝正二姑 すなわち比例定数  

烏が効率を表わすと通常考える¢ それでは，「人ノ」項  

数j数＝津一力項日数＝1」以外の場合の多人脚力システ  

ムの効率惟はどのように評価すべきなのであろうか？   

この島錯鋸こ対する1つの答えが本特集片で、とりあげ  

るデータ包絡分析（DEA：Data Envelopment Anaト  

ysis）である。  

1978年のEuropeam Journaiof Operation  
Research誌のCharmesCooperRhodesの論文が  
ⅢEAの誕生であり9 0R手法の中では，A‡4Ⅰ〕とl甘様  

に，二ぞi二い市法に属し，過去20年l壬与Jで莫大な数の論文  

が出版され，実社会での応川▲封列も枚挙にいとまがな  

い由 我がOR誌でも9 連載，特儀‡ゴ▲などをとりあげて  

おり，本号は1995年12月号（40巻12‡Jう「りEAさ1t  

例研究」に次ぐ2囲‖のDEA特敏けである．   

本特集ぢ一「互〕EAモデルとその応川」ではDEAの  

最近の適用事例として「N′rT上限価格算定」，「帝都  

圏移転の意思、決定」の2什，応川モデルとして「集川  

Ⅰ）EÅ」9「ゲーム諭的ひEA」，「確率的ⅢEA」，「乗数  

形式的DEA」の4什，りEA求解ソフトウェアとして  

「追加型DEAシステム」について解説する。迫川二幸  

例の2件はいずれも経済i託iならびに政治社会面の現在  

進行形のホットな話題を扱ってお県 正確A手法の適  

用領域の広さと有効性を示すものである℡ t一ノ∴ 応川  

モデルの4件はⅢEAの基本モデルをベースに応用面  

に二iミ眼をおいた云己事である，なお，基本モテリレの解説  

には次の2冊を参考されることをすすめる8   

［1］刀根 薫9「経営効率性の測定と改苦州包給分析  

選管亀（2）   

法Ⅰ）EAによる」，l†科枝連（1993）．  

［2］ノノ根 風 上川 徹（監訳），「経常効率評価ハ   

ンドブック」，朝倉書店（2（）00）。  

以卜‾に7件のi；己事を簡単に紺介する，「NTT上限  

価格算定に用いられたⅢEA」（刀根 薫，政策研究太  

一、f‥院人草）では，ザ成12隼10Jjから施行された  

N′rTのて’に．粁料金一上限設定仙桁（price－Cap）を決め  

るためにjijいられたOEAについて紺介する。  

「打都機能移転計両のための総合評価手法の開発と  

その応用」（刀根 薫／高村義哺，前任1卜庁）では，け  

都機能移転候補地の選定プロセスで用いられたDEA  

ならびにAI朋）について紹介する。  

「DEAと合意形成」（杉山 ′羊，群馬人草／出田苦境，  

東上耕照井太一、rニ）では，多人力多州カシステムあるいは  

謡業体を射、j▲1で評価する際に亀川の構成星もの．沖価の多  

様件に対処するガはとして，集1、j▲！DEA法を提案する。  

「ⅢEAとゲーム理論」（篠軋11三‖札 rl本大学）では，  

．甘伸するプレイヤ【と評価されるプレイヤーのlまりの非  

協力8分数行列ゲームとしてとらえたDEAのゲーム  

，町制lくノ展開について述べる。  

「碓ヰ耶JI〕EA法」（森‖i；l「，神テi人′）～：）では，デ  

ータに本来含まれている誤差などの確率的成分を積極  

的に取り入れた確＊的DEAモデルについて述べる。  

「乗数形式DEAモデルと隼産関数」（／＝1川黒，東  

京理科大ヤ）では，才い宴‖へのウエイトを累乗された  

人力および州力の横により効率性を定義する乗数形式  

DEAモデルについて述べる．  

「追加型正眼Aシステム」（枇々木規雄，慶應義塾大  

半／清野敦軋 大利証券SMBC㈱／牡丹IH崇／島本  

胤 束J；津蜂卜人′、r：）では，新しいモデルを容易に追加1  

できる求解ソフトウェアについて述べる。   

最後になりましたが，御執筆を快諾して頂いた「評  

仰のOR」研究部会の関係各仇 ならびに「評価の  

OR」研究部会で熱い議論を展開していただくOR学  

会メンバ】のノブ々に深く感謝致します。  
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